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Fig.9;Standardmapの1つの軌道上でd2G<0 Fig.10;Fig.9の拡大図.
となる点｡∬=1.2
これを見ると､Chaoticseaの中は一様では無く､d2G<0となる点､即ち､系がregularorbit
から外れると見られる点は､相空間の中の限られた領域に局在する｡ この領域は一見､引き延ば
し･折りたたみの構造の様にも見える｡d2G <0となる点が集積している部分を拡大して見ると､
葉状の積層構造に見えるが､これが何を意味しているのかは今後の研究を待たねばならない｡
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